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国 土 交 通 省 関 係 

予 備 費 使 用 概 要 

（１月 26 日閣議決定） 
 

 

 

 令和５年度予備費使用については、令和６年能登半島地震により 

 １．災害を受けた道路・河川・港湾等について、国が施行する災害復旧事業等（権限代

行を含む）及び県が施行する災害関連緊急砂防等事業に要する経費 

 ２．災害を受けた上下水道について、厚生労働省と連携した一体的な早期復旧に要する

費用のうち下水道事業関係の経費 

 ３．緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）等による支援に必要な経費 

 ４．災害を受けた地域において、測地基準点の復旧測量に要する経費 

 ５．災害を受けた地域において、鉄道事業者が行う代行バスによる代替輸送の運行に要

する費用を補助する経費 

 ６．災害を受けた地域における旅行需要を早期に回復するため、北陸４県が行う観光支

援等に要する経費 

を計上。 

 

 

 

 

予備費使用額                ４５２億円 

 

 

   ○災害復旧等                       ３４８億円 

 

   ○観光復興に向けた支援                  １０４億円 
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※ 公は公共事業関係費、非は非公共事業費である。 

 

１．災害復旧等 

 

（１）道路災害復旧事業 

公 国費  28,743 百万円 

 

能越自動車道のうち国管理区間（のと三井
み い

IC～穴水
あなみず

IC、七尾
な な お

IC～高岡
たかおか

IC）及び国

道８号（新潟県上越市）において、土砂崩落、道路崩落箇所等の災害復旧事業を実

施。また、能越自動車道のうち石川県管理区間及び国道 249 号の沿岸部において、

国が権限代行により、交通確保に向けた道路の災害復旧事業等を実施。 

 

 

（２）上下水道の一体的な早期復旧 

《下水道分》 公 国費     445 百万円 

《水道分（厚生労働省計上）》 公 国費     549 百万円 

※上記合計で 994 百万円 

 

被災が深刻な石川県能登半島地域６市町等において、厚生労働省と連携し、公共

土木施設災害復旧事業費国庫負担法やそれと同等の予算措置等により緊急的な機能

復旧を進めるとともに、本復旧に切れ目なく移行していくための復旧方針の検討等

を国のリーダーシップのもとで実施し、上下水道一体となった早期復旧を支援。 

 

 

（３）被災河川、土砂災害箇所における緊急対策等 

公 国費   4,433 百万円 

 

石川県輪島市を流れる河原田
か わ ら だ

川
がわ

沿川で発生した大規模な斜面崩壊及び国道 249 号

沿岸部で発生した珠洲市の地すべり等について、国の権限代行等により、緊急的な

土砂災害対策、埋塞した河道の確保を実施。 

また、国が管理する信濃
し な の

川
がわ

、関川
せきかわ

、庄川
しょうがわ

、小矢部
お や べ

川
がわ

において、被災した河川堤防

の損傷の復旧、応急的な補修等を実施。 

 

 

（４）港湾災害復旧事業 

公 国費     779 百万円 

 

直江津港
な お え つ こ う

、伏木富山港
ふ し きと やま こ う

、七尾港
ななおこう

、金沢港
かなざわこう

において、国有港湾施設である岸壁や臨

港道路の損傷箇所の応急復旧を実施。また、飯田港
いいだこう

、輪島港
わじまこう

等において、国が権限

代行により岸壁の損傷箇所や航路・泊地の応急復旧を実施。 
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（５）緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）等による支援 

公 国費     210 百万円 

 

被災自治体からの要請に応じ、国土交通省の緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）等

を派遣し、照明車による応急対策作業の２４時間体制の確保や照明車を活用した電

源支援、給水機能付散水車による給水支援等を実施。 

 

 

（６）復旧・復興に資する測地基準点の復旧測量 

非 国費     199 百万円 

 

測地基準点の復旧測量を実施し、災害復旧のための公共測量等が実施できるよう、

必要となる位置情報を提供。 

 

 

（７）鉄道の運休区間における代行バスの運行支援 

非 国費      28 百万円 

 

被災したのと鉄道・七尾線について、通学・通勤等の移動手段を確保するために

行われる代行バスによる代替輸送の支援を実施。 

 

 

２．観光復興に向けた支援 

非 国費  10,409 百万円 

 

北陸観光への風評被害を防止し、旅行需要を喚起するため、北陸４県に対し、旅

行・宿泊料金の割引を支援するとともに、被災地域の正確な情報の発信による訪日

プロモーションを集中的に実施。 
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事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

道路災害復旧事業

直轄

能越自動車道（石川県輪島市等） 9,300 

一般国道８号（新潟県上越市） 700 

直轄（権限代行事業）

能越自動車道（石川県七尾市） 300 

のと里山海道（石川県鳳珠郡穴水町等） 10,000 

一般国道２４９号（石川県七尾市等） 8,100 

河川等災害復旧事業

補助

下水道

石川県七尾市 36 

石川県輪島市 11 

石川県志賀町 13 

石川県珠洲市 95 

石川県能登町 76 

石川県穴水町 13 

直轄

河川

信濃川水系信濃川（新潟県新潟市） 468 

関川水系関川（新潟県上越市） 252 

庄川水系庄川（富山県射水市） 74 
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事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

直轄（権限代行事業）

河川

河原田川水系河原田川（石川県輪島市） 546 

河川等災害関連事業

直轄

砂防

河原田川水系河原田川（石川県輪島市） 1,989 

地すべり

清水①（石川県珠洲市） 300 

清水②（石川県珠洲市） 297 

災害関連緊急砂防等事業

補助

地すべり

上田長（石川県輪島市） 184 

河川事業

直轄

河川維持修繕事業

信濃川下流（新潟県） 30 

関川（新潟県） 18 

庄川（富山県） 4 
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事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

小矢部川（富山県） 2 

砂防事業

直轄

総合流域防災事業

河原田川水系河原田川（石川県輪島市） 100 

港湾災害復旧事業

直轄

港湾

直江津港（新潟県上越市） 77 

伏木富山港（富山県高岡市、富山市、射水市） 41 

七尾港（石川県七尾市） 122 

金沢港（石川県金沢市） 200 

直轄（権限代行事業）

港湾

宇出津港（石川県能登町） 29 

小木港（石川県能登町） 30 

飯田港（石川県珠洲市） 211 

輪島港（石川県輪島市） 69 

-6-



１
．
（
１
）
道
路
災
害
復
旧
事
業

○
能
越
自
動
車
道
の
う
ち
国
管
理
区
間
（
の
と
三
井

IC
～
穴
水

IC
、
七
尾

IC
～
高
岡

IC
）
及
び
、
国
道
８
号
（
新
潟
県
上
越
市
）
、

直
轄
代
行
に
よ
り
能
越
自
動
車
道
の
う
ち
石
川
県
管
理
区
間
及
び
、
国
道
２
４
９
号
沿
岸
部
に
お
い
て
、
交
通
確
保
に
向
け
た

災
害
復
旧
事
業
を
実
施
。

①
【
直
轄
】

能
越
道
（
の
と
三
井

IC
～
穴
水

IC
）

④
【
権
限
代
行
】

国
道
２
４
９
号
（沿
岸
部
）

④
【
権
限
代
行
】

国
道
２
４
９
号
（沿
岸
部
）

切
土
崩
壊

②
【
直
轄
】

能
越
道
（
七
尾

IC
～
高
岡

IC
）

段
差
、
ク
ラ
ッ
ク

法
面
崩
落

国
管
理
区
間
：

N

能
越
自
動
車
道

（
石
川
県
管
理
区
間
）

延
長
約
３
８
ｋ
ｍ

権
限
代
行

能
越
自
動
車
道

（
の
と
三
井
IC
～
穴
水
IC
）

延
長
約
１
０
．
９
ｋ
ｍ

直
轄

能
越
自
動
車
道

（
七
尾
IC
～
高
岡
IC
）

延
長
約
４
３
．
８
ｋ
ｍ

直
轄

① ②

⑤

⑤
【
権
限
代
行
】

能
越
自
動
車
道
（
石
川
県
管
理
区
間
）

道
路
崩
壊

ト
ン
ネ
ル
損
傷

権
限
代
行
区
間
：

③
【
直
轄
】

国
道
８
号
（
新
潟
県
上
越
市
）

至
柏
崎
市

至
糸
魚
川
市

土
砂
崩
落

③

被
災
箇
所

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

1
/
1
0
応
急
復
旧
完
了

1
/
1
8
緊
急
復
旧
完
了

み
い

あ
な
み
ず

な
な
お

た
か
お
か
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１
．
（
２
）
上
下
水
道
の
一
体
的
な
早
期
復
旧

○
被
災
が
深
刻
な
石
川
県
能
登
半
島
地
域
６
市
町
等
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
と
国
土
交
通
省
が
連
携
し
、
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
や
そ
れ
と
同
等
の
予
算
措
置
等
に
よ
り
緊
急
的
な
機
能
復
旧
を
進
め

る
と
と
も
に
、
本
復
旧
に
切
れ
目
な
く
移
行
し
て
い
く
た
め
の
復
旧
方
針
の
検
討
等
を
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

で
実
施
し
、
上
下
水
道
一
体
と
な
っ
た
早
期
復
旧
を
支
援
。

被
災
状
況

応
急
復
旧

（
緊
急
的
な
機
能
復
旧
）

・
仮
設
配
管

・
バ
キ
ュ
ー
ム
車
に
よ
る
運
搬

・
簡
易
処
理

等

本
復
旧

被
災
調
査

・
通
水
試
験
に
よ
る
漏
水
調
査

等

復
旧
方
針
検
討

・
被
災
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
方
針

検
討
等

被
災
状
況
調
査

ミー
テ
ィン
グ
の
様
子

応
急
復
旧

予
備
費
で
早
急
に

対
応
す
る
項
目

最
大
で
約
１
３
．
５
万
戸
で
断
水
※
す
る
な
ど

上
下
水
道
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

※
１
月

23
日
時
点
で
約

4.
9万
戸
断
水
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関 川

し
な
の
が
わ

１
．
（
３
）
被
災
河
川
、
土
砂
災
害
箇
所
に
お
け
る
緊
急
対
策
等

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
災
し
た
石
川
県
輪
島
市
を
流
れ
る
河
原
田
川
沿
川
で
発
生
し
た
大
規
模
な
斜
面
崩
壊

及
び
国
道
２
４
９
号
沿
岸
部
で
発
生
し
た
石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
・
清
水
町
の
地
す
べ
り
２
カ
所
に
つ
い
て
、
国
の
権
限
代
行
等

に
よ
り
、
河
川
事
業
・
砂
防
事
業
・
道
路
事
業
が
連
携
し
、
緊
急
的
な
土
砂
災
害
対
策
、
埋
塞
し
た
河
道
の
確
保
を
実
施
。

○
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
で
発
生
し
た
地
す
べ
り
に
つ
い
て
、
石
川
県
に
お
い
て
緊
急
的
な
対
策
工
事
を
実
施
。

○
国
が
管
理
す
る
信
濃
川
、
関
川
、
庄
川
及
び
小
矢
部
川
に
お
い
て
、
河
川
堤
防
等
に
損
傷
が
生
じ
た
箇
所
の
原
形
復
旧
や
被

災
し
た
堤
防
の
応
急
的
な
措
置
や
補
修
等
を
実
施
。

せ
き
か
わ

し
ょ
う
が
わ

お
や

べ
が

わ

ま
ち
の
ま
ち

す
ず

し
に

え
ま

ち
し
み
ず
ま
ち

小
矢
部
川
水
系
小
矢
部
川

（
富
山
県
小
矢
部
市
）

堤
防
の
復
旧
を
実
施

堤
防
天
端
舗
装
の

ク
ラ
ッ
ク

河
原
田
川
水
系

河
原
田
川
（
石
川
県
輪
島
市
）

河
道
埋
塞
対
応
、
土
砂
災
害
対
策
等
を
実
施

河
原
田
川

（
輪
島
市
市
ノ
瀬
町
崩
壊
箇
所
）

権
限
代
行
等

か
わ

ら
だ

が
わ

わ
じ

ま
し

関
川
水
系
関
川

（
新
潟
県
上
越
市
）

護
岸
の
復
旧
等
を
実
施

高
水
敷
保
護
工
損
傷

信
濃
川
水
系
信
濃
川

（
新
潟
県
新
潟
市
）

堤
防
等
の
復
旧
等
を
実
施

堤
防
天
端
亀
裂

庄
川
水
系
庄
川

（
富
山
県
射
水
市
）

堤
防
の
復
旧
等
を
実
施

堤
防
天
端
亀
裂

地
す
べ
り
発
生
箇
所

（
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
）

地
す
べ
り
対
策
を
実
施

県
道
2
7
8
号

湛
水

新
潟
県
・富
山
県
に
お
け
る
対
応

能
登
半
島
北
部
地
域
に
お
け
る
対
応

河 原 田 川

：
土
砂
災
害
発
生
箇
所
（石
川
県
）

河
川
の
災
害
復
旧
：

国
施
工

砂
防
の
災
害
復
旧
：

国
施
工

県
施
工

河
川
の
緊
急
維
持
：

国
施
工

地
す
べ
り
発
生
箇
所
（石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
・
清
水
町
）

国
道
２
４
９
号
の
災
害
復
旧
工
事
と
連
携
し
、
地
す
べ
り
対
策
を
実
施

権
限
代
行
等

国
道

24
9号

地
す
べ
り

（
石
川
県
珠
洲
市
仁
江
町
）

地
す
べ
り

（
石
川
県
珠
洲
市
清
水
町
）

千
谷
川

河
原
田
川

（
輪
島
市
熊
野
町
河
道
埋
塞
箇
所
）

地
す
べ
り

（
石
川
県
輪
島
市
町
野
町
）
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１
．
（
４
）
港
湾
災
害
復
旧
事
業

○
直
江
津
港
（
新
潟
県
管
理
）
、
伏
木
富
山
港
（
富
山
県
管
理
）
、
七
尾
港
及
び
金
沢
港
（
石
川
県
管
理
）
に
お
い
て
、
国
有
港
湾
施
設
で

あ
る
岸
壁
や
臨
港
道
路
の
損
傷
箇
所
の
応
急
復
旧
を
実
施
。

○
ま
た
、
港
湾
法
に
基
づ
き
国
が
管
理
の
一
部
を
代
行
す
る
、
能
登
地
域
の
宇
出
津
港
、
小
木
港
、
飯
田
港
、
輪
島
港
に
お
い
て
、
岸
壁
の
損

傷
箇
所
や
航
路
・
泊
地
の
応
急
復
旧
を
実
施
。

直
轄
災
害
復
旧

地
方
自
治
体
所
有
の
被
災
施
設
を
、
国
が
代
行
し
て
応
急
復
旧
す
る
。

権
限
代
行

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
7
日

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
8
日

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
2
日

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
7
日

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
8
日

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
3
日

撮
影
日
：
令
和
2
年
7
月
1
6
日

ふ
し
き
と
や
ま 臨
港
道
路
の
ひ
び
割
れ

岸
壁
エ
プ
ロ
ン
の
沈
下

避
難
港

重
要
港
湾

権
限
代
行
対
象
港
湾

地
方
港
湾

な
な
お

か
な
ざ
わ

わ
じ
ま

い
い
だ

お
ぎ

う
し
つ

■
直
江
津
港
（
重
要
港
湾
）

■
伏
木
富
山
港
（
国
際
拠
点
港
湾
）

岸
壁
エ
プ
ロ
ン
に
段
差
発
生

岸
壁
エ
プ
ロ
ン
に
段
差
発
生

和
倉
港
半
ノ
浦
港

滝
港

穴
水
港

航
路
・
泊
地
で
の
船
舶
の
転
覆

な
お
え
つ

七
尾
港

■
七
尾
港
（
重
要
港
湾
）

岸
壁
エ
プ
ロ
ン
の
沈
下

■
輪
島
港
（
避
難
港
）

■
飯
田
港
（
地
方
港
湾
）

岸
壁
エ
プ
ロ
ン
に
段
差
発
生

■
小
木
港
（
地
方
港
湾
）

■
宇
出
津
港
（
地
方
港
湾
）

岸
壁
エ
プ
ロ
ン
に
段
差
発
生

■
金
沢
港
（
重
要
港
湾
）
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○
国
土
交
通
省
の
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ

-Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等
を
派
遣
し
、
照
明
車
に
よ
る
応
急
対
策
作
業
の
２
４
時
間
体
制

の
確
保
や
、
電
源
支
援
、
給
水
機
能
付
散
水
車
に
よ
る
給
水
支
援
等
を
実
施
。 停

電
中
の
避
難
所
へ
照
明
車
か
ら
の
電
源
支
援

（
石
川
県
珠
洲
市
）

■
応
急
対
策
箇
所
の
照
明
支
援
及
び
避
難
所
等
へ
の
電
源
支
援

■
給
水
機
能
付
散
水
車
に
よ
る
応
急
給
水

■
災
害
時
の
通
信
環
境
改
善
及
び
危
険
箇
所
の
監
視

■
TE

C-
FO

RC
E等
の
現
地
活
動
の
支
援

■
排
水
ポ
ン
プ
車
等
に
よ
る
応
急
対
策

照
明
車
を
活
用
し
た
昼
夜
を
徹
し
た
緊
急
復
旧

（石
川
県
か
ほ
く
市
）

断
水
し
た
地
域
へ
応
急
給
水

（
石
川
県
能
登
町
）

現
地
活
動
拠
点
と
な
る
災
害
対
策
本
部
車

（石
川
県
輪
島
市
）

宿
泊
拠
点
の
待
機
支
援
車
内
で
調
査
予
定
の
打
合
せ

（石
川
県
輪
島
市
）

衛
星
通
信
車
に
よ
る
通
信
不
通
箇
所
の
通
信
確
保

（石
川
県
穴
水
町
）

K
u-
S
A
T
で
の
河
道
閉
塞
箇
所
監
視

（
石
川
県
輪
島
市
）

遠
隔
操
作
式
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
前
進
配
備

（
富
山
県
富
山
市
）

被
災
し
た
ポ
ン
プ
場
で
の
排
水
支
援

（石
川
県
七
尾
市
）

上
越
市

照
明

車
バ

ッ
ク
ホ

ウ

衛
星
小
型
画
像
伝
送
装
置

散
水

車
（
給

水
機

能
付

）
照

明
車

待
機

支
援
車

K
u-
s
at

散
水

車
（
給

水
機
能

付
）

照
明

車
対

策
本

部
車

待
機

支
援
車

K
u-
s
at

排
水

ポ
ン
プ

車

照
明
車

K
u-
s
at

散
水

車
（
給

水
機

能
付

）
照

明
車

対
策

本
部
車

待
機

支
援
車

K
u-
s
at

衛
星
通
信
車

K
u-
s
at

散
水

車
（
給

水
機
能

付
）

照
明

車

照
明
車

散
水

車
（
給

水
機
能

付
）

照
明

車
衛

星
通

信
車

対
策

本
部
車

待
機

支
援
車

K
u-
s
at

バ
ッ

ク
ホ
ウ

珠
洲
市

輪
島
市

能
登
町

穴
水
町

七
尾
市

志
賀
町
中
能
登
町 氷
見
市

富
山
市

金
沢
市

羽
咋
市

か
ほ
く
市

小
矢
部
市

高
岡
市

１
．
（
５
）
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
T
E
C
-
F
O
R
C
E
）
等
に
よ
る
支
援

※
令
和
6
年
1
月
2
3
日
8
：
4
0
時
点
の
派
遣
状
況

待
機
支
援
車
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１
．
（
６
）
復
旧
・
復
興
に
資
す
る
測
地
基
準
点
の
復
旧
測
量

目
的
・
概
要

効
果

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

は
、

広
範

な
地

域
に

最
大

で
水

平
約

2
m

、
上

下
約

4
m

の
大

き
な

地
殻

変
動

を
及

ぼ
し

た
。

被
災

地
の

災
害

復
旧

に
は

、
位

置
情

報
（

緯
度

、
経

度
、

高
さ

）
の

迅
速

な
提

供
が

急
務

で
あ

る
が

、
位

置
の

基
準

（
国

家
座

標
）

で
あ

る
三

角
点

、
水

準
点

が
大

き
く

変
動

し
て

現
況

と
ず

れ
が

生
じ

て
い

る
ほ

か
、

衛
星

測
位

に
よ

る
測

量
の

基
準

点
（

電
子

基
準

点
）

で
も

ず
れ

が
生

じ
、

一
部

は
使

用
で

き
な

い
状

況
に

あ
る

。
そ

の
た

め
、

測
量

法
第

3
1
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

災
害

復
旧

の
た

め
の

公
共

測
量

や
災

害
後

の
土

地
の

確
定

に
必

要
な

地
籍

調
査

な
ど

、
復

旧
・

復
興

を
早

期
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
復

旧
測

量
を

実
施

す
る

。
（

1
)

三
角

点
復

旧
測

量
(2

)
水

準
点

復
旧

測
量

(3
)

航
空

重
力

測
量

(4
)

電
子

基
準

点
の

復
旧

・
地

震
後

の
改

定
さ

れ
た

位
置

情
報

に
基

づ
き

、
被

災
地

の
災

害
復

旧
等

の
事

業
が

適
切

に
実

施
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

・
我

が
国

の
測

地
基

準
点

体
系

が
適

切
に

維
持

さ
れ

、
国

民
が

継
続

的
に

正
確

な
位

置
情

報
を

利
用

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

実
施
内
容

水
準

点
成

果
停

止
範

囲

改
測

点
数

三
角

点
：

3
0
点

改
測

路
線

長
：

2
9
0
 k

m

三
角

点
の

復
旧

測
量

水
準

点
の

復
旧

測
量

水
準

点
復

旧
測

量

電
子

基
準

点
の

復
旧

災
害

復
旧

の
た

め
の

公
共

測
量

や

災
害

後
の

地
籍

調
査

で
必

要
な

基

準
点

成
果

を
現

況
に

合
わ

せ
る

た

め
に

必
要

な
骨

格
基

準
点

の
改

測

を
実

施

高
さ

方
向

の
基

準
点

成
果

を
現

況
に

合
わ

せ
る

た
め

に
必

要
な

路
線

の
改

測
を

実
施

電
子

基
準

点
の

復
旧

を
実

施航
空

重
力

測
量

標
高

基
準

を
現

況
に

合
わ

せ
る

た
め

の

航
空

重
力

測
量

を
実

施

再
測
エ
リ
ア

三
角

点
復

旧
測

量

三
角

点
成

果
停

止
範

囲
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１
．
（
７
）
鉄
道
の
運
休
区
間
に
お
け
る
代
行
バ
ス
の
運
行
支
援

•
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
地
域
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
は
、
災
害
復
旧
費
用
の
負
担
や
被
災
の
影

響
に
よ
る
運
輸
収
入
等
の
減
少
の
み
な
ら
ず
、
運
行
休
止
区
間
の
代
行
バ
ス
の
運
行
経
費
の
負
担
が
発
生
す
る
。

•
鉄
道
運
行
の
休
止
が
長
期
間
に
及
ぶ
場
合
、
経
営
環
境
の
厳
し
い
地
域
鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
復
旧
後
の

運
行
継
続
が
困
難
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
鉄
道
事
業
者
が
負
担
す
る
代
行
バ
ス
の
運
行
経
費
に

対
し
て
国
が
支
援
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

１
．
対
象
と
す
る
事
業
者

非
常
災
害
（
※
）
等
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
鉄
道
事
業
者

・
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
鉄
道
事
業
者

２
．
支
援
内
容

１
か
月
以
上
の
代
行
バ
ス
運
行
に
伴
う
赤
字
の
１
／
３
を
国
費
補
助

３
．
支
援
対
象
事
業
者

の
と
鉄
道
（
七
尾
線
）

（
参
考
）
令
和
元
年
台
風
1
9
号
、
令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
お
い
て
も
支
援
を
実
施

（
※
）
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
９
号

の
と
鉄
道
（
能
登
鹿
島
駅
～
穴
水
駅
間
）

土
砂
流
入
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２
．
観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
（
北
陸
応
援
割
）

〇
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
被
災
地
域
に
は
観
光
需
要
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
起
因
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発

生
し
て
い
る
北
陸
地
域
に
お
い
て
、
国
内
旅
行
者
は
も
と
よ
り
訪
日
旅
行
者
も
対
象
と
し
た
旅
行
・
宿
泊
料
金
の
割
引
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
Ｇ
Ｗ
前
ま
で
を
念
頭
に
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
。

旅
行
・
宿
泊
料
金
の
割
引
支
援

○
被
災
地
域
に
お
け
る
一
泊
以
上
の
旅
行
・
宿
泊
商
品
を
対
象
に
、
旅
行
・
宿
泊
料
金
を
支
援

※
能
登
地
域
に
つ
い
て
は
、
復
興
状
況
を
み
な
が
ら
、
よ
り
手
厚
い
旅
行
需
要
喚
起
策
を
検
討

旅
行
業
者

旅
行
者

観 光 庁
①
補
助
金

交
付

石
川
県

富
山
県

福
井
県

新
潟
県

③
割
引
価
格

で
の
販
売

②
割
引
価
格
の

差
額
を
支
援

宿
泊
事
業
者

又
は

Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
＊
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
旅
行
業
者
。

（
限
度
額
）

宿
泊
単
体
商
品
・
交
通
付
宿
泊
旅
行
商
品
１
泊

２
万
円

交
通
付
宿
泊
旅
行
商
品
（
２
泊
以
上
）

３
万
円

周
遊
型
旅
行
商
品
（
宿
泊
地
が
２
県
以
上
）

3
.5
万
円

事
業
目
的
・
背
景
・
課
題

事
業
内
容

（
補
助
率
）

旅
行
・
宿
泊
料
金
の
最
大
5
0
％
（
泊
／
人
）

事
業
ス
キ
ー
ム
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２
．
観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
（
風
評
被
害
対
策
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）

事
業
内
容

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
影
響
を
受
け
た
被
災
地
の
風
評
被
害
を
防
止
し
、
観
光
復
興
を
図
る
た
め
、
日
本
政
府
観
光
局
（
JN
T
O
）
に

よ
る
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
集
中
的
に
実
施
。

○
被
災
地
の
復
旧
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
～
敦
賀
間
開
業
の
機
会
も
捉
え
、被
災
地
域
の
観
光
魅
力
や
観
光
地
に
関
す
る
正
確
な

情
報
発
信
を
実
施
。

事
業
イ
メ
ー
ジ

イン
フル
エ
ン
サ
ー
招
請
の
例

S
N
S
情
報
発
信
の
例

W
eb
情
報
発
信
の
例

共
同
広
告
の
例

S
N
S
等
に
よ
る
情
報
発
信

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
等
を
招
請
し
、
被
災
地
域
で
の

安
心
・
安
全
を
実
感
し
て
も
ら
い
、
現
地
の
正
確
な
最
新
情
報
を
発
信

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
・
旅
行
会
社
招
請

旅
行
会
社
・
航
空
会
社
と
の
共
同
広
告

動
画
等
に
よ
り
旅
行
者
に
被
災
地
域
の
安
全
な
状
況
や
観
光
の
魅
力

に
つ
い
て
情
報
を
発
信

旅
行
会
社
や
航
空
会
社
の
広
告
展
開
を
支
援
し
、
被
災
地
域
の
旅
行
商
品
や

航
空
券
の
販
売
を
促
進

事
業
目
的
・
背
景
・
課
題
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